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以上を踏まえ，本研究では.1) 日本の理工系大























Step1 理工系大学・宇部リスト作民 受験生田目躍による「理工系J~:lJスト7ッ1* 20叩年 9~
日ep2 男女別入学者数回担握 各大学ホ ムーベ ジー上田記量を利用 20田年 9~- 10月
Ste凶 入学者数捕E調査1 上~1で担握できない大学・学部に郵送調査 20同年 11~- 12月








































国立 57 110 
ハム4ーL 21 31 













































































































































28.1% 25.9% 27.6% 
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国公立 私立 小計 国公立 私立 小計
学部数 42 23 65 21 51 72 





















|前期 89 57 20 3 
|後期 71 48 9 16 
|前期後期共通 2 。 5 18 
|中期 。 。 2 
|前期中期後期共通 。 。 。 4 
|中期後期共通 。 。 。
|前期後期か不明 。 。 9 40 















多いのは，センタ一試験で 5~6 教科 7 科目を課すパ
ター ンで， 18 (43%)が該当する。個別試験では， 2 









だ。「低比率群j では， 120のうち 2教科2科目を課す
パターンが25で最も多く. 3教科 3科目. 3教科4科
目がこれに続く。また I高比率群」には見られなかっ








ター 試験利用教科科 高比率群 低比率群 高比率群 低比率群
1教科1科目 。 。 4 
1教科2科目 。 。 。 。
1"'2教科2科目 。 8 
1"'3教科3科目 。 。 4 
2教科2科目 。 。 25 
2教科3科目 4 3 3 
2"'3教科3科目 。 。
2"'3教科4科目 。
2"'4教科4科目 。 。 。
3教科3科目 。 。 2 
3教科4科目 4 2 13 23 
3教科3"'4科目 。 6 2 
3教科5科目 。 4 。 。
3"'4教科4科目 2 。 。 21 
3"'4教科5科目 。 。 。 。
4教科4科目 。 。 。
4教科5科目 8 2 4 
4教科6科目 3 
4"'5教科5科目 2 。 。 。
4"'5教科6科目 。 。
4"'5教科7科目 。 。 2 
4"'6教科7科目 。 。 。 。
5教科5科目 。
5教科6科目 2 2 
5教科7科目 10 83 。
5"'6教科7科目 118 。 。 。
個別試験 1教科 12 3 。 。
個別試験 2教科 40 23 。 。
個別試験 3教科 38 20 。
個別試験 4教科 31 10 。 。
学科試験なし 。 2 。 。
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